
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 防災・危機管理の充実

基本事業名 公助の強化

事業名 南海トラフ地震防災対策事業 総事業費 3,988 千円

事業の意図 発災後の避難生活や被害軽減を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容 市南海トラフ地震対策推進計画の策定を完了した。また、市防災マップの更新を行った。

成　果

市南海トラフ地震対策推進計画の策定により、震災時における避難行動等の指標を明確化し

た。また、防災マップの更新により、浸水想定区域等がマップに追加され、南海トラフ地震

対策の強化がなされた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

自主防災組織育成事業等、南海トラフ地震対策に関係する事業の推進及び南海トラフに係る各計画

等の策定・見直し

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

市南海トラフ地震対策推進計画策定により避難行動の指標が明確化され、防災マップについては、

浸水想定区域の追加により市民にわかりやすいマップの更新となった。

2021年度方向性
西之表市南海トラフ地震防災対策推進計画の実施体制の構築を進める。

引き続き、応援体制等の確認を行う。（伊佐市と長浜市を隔年で訪問する。）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 防災・危機管理の充実

基本事業名 公助の強化

事業名 防災情報システム（防災無線）維持管理事業 総事業費 12,174 千円

事業の意図 防災災害情報を確実に伝達する

事業の実績

と

成果

取組内容 防災情報システムの維持管理

成　果 業者による点検および係員の点検等対応により、適切な維持管理ができた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
防災情報システムに係る機材・施設の点検等業務等が煩雑化している。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

市民が確実に情報を受信できる体制が整えることができた。今後は、システム中継器のメンテナン

スを含め、維持管理をしっかり行う必要がある。

2021年度方向性 引き続き、適切なシステムの維持管理に努める

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 防災・危機管理の充実

基本事業名 公助の強化

事業名 急傾斜地崩壊対策（負担金）事業 総事業費 5,500 千円

事業の意図 災害時での危険区域の住民の安全確保を行う。

事業の実績

と

成果

取組内容 県担当者との協議及び地元調整を行う。

成　果 安全対策を講じることで、受益者の安心・安全な生活環境が確保できる。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
対策費用の増大に伴う負担金が継続的に発生する。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

防災対策の負担金で、適正に執行されている。

2021年度方向性 急傾斜崩壊対策事業として整備するもので、災害時の危険区域の住民の安全確保を行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 防災・危機管理の充実

基本事業名 公助の強化

事業名 県単砂防（負担金）事業 総事業費 1,500 千円

事業の意図 災害時での危険区域の住民の安全確保を行う。

事業の実績

と

成果

取組内容 県担当者との協議及び地元調整を行う。

成　果 安全対策を講じることで、区域住民の安心・安全な生活環境が確保できる。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
対策費用の伴う負担金が継続的に発生する。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

防災対策の負担金で、適正に執行されている。

2021年度方向性 土砂崩壊対策事業として整備するもので、災害時の危険区域の住民の安全確保を行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明


